
Ⅲ．関連資料 

 

 

【関連資料】1．アクティブ・ラーニング・ワークショップ 

① 「大学教育力研修」開催案内 
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【関連資料】1．アクティブ・ラーニング・ワークショップ 

② 「アクティブ・ラーニング・ワークショップ」開催案内 
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事務 

確認欄 

調査票番号        

所属区分①         

所属区分②          

 

 

 

 

 

 

 

 

担当者名：       

科 目 名：         

種  別：    

曜  日：     

時  限：    

教  室：       

受講人数：    

 
 

授業を行う上で、以下の事柄が適切であったかどうか、あてはまるも

の一つに◯をつけてください。 

適
切 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
適
切 

ど
ち
ら
か
と 

い
え
ば
不
適
切 

不
適
切 

 

1 教室の温度 4 3 2 1  

2 教室の広さ 4 3 2 1  

3 学生の人数 4 3 2 1  

4 視聴覚設備 4 3 2 1  

 
 
 

科目ごとの「授業を通して修得できる力」は、シラバスや履修ガイドに

明記されておりますが、どのくらい意識して取り組まれたか、あてはま

るもの一つに◯をつけてください。 
※平成 24 年度以前の入学者を対象とした科目については 4 つ以上の「授

業を通して修得できる力」が設定されている場合がありますが、その中

から 3 つのみを記載しております。ご了承ください 

と
て
も
意
識
し
て 

取
り
組
ん
だ 

意
識
し
て
取
り
組
ん
だ 

少
し
意
識
し
た 

あ
ま
り
意
識
し
な
か
っ
た  

1 知識・理解（多文化・異文化） 4 3 2 1  

2 汎用的技能（論理的思考力） 4 3 2 1  

3  

 

 

 

 

 

 

 

 

4 3 2 1  

裏面のアンケートにもお答えください。 

《ご回答にあたってのお願い》 
①調査用紙はご担当いただいている授業ごとに別葉となっております。この調査用紙には下記に示

されている授業についてご回答ください。 
②複数の先生方で担当いただいている授業は、代表の先生にお願いしております。 
③新カリ・旧カリの両方に対応している授業は、どちらか片方の科目名を表示しています。 
④集中授業や特定の授業については、調査（配付）をしていない場合があります。 

A 

B 

【関連資料】3．アクティブ・ラーニングに関する教員アンケート調査 

① 平成 29年度アンケート調査用紙 
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ご担当の授業で、以下のような「授業における取り組み」をどのくらい行

われたでしょうか？各項目であてはまるもの一つに◯をつけてくださ

い。 

ほ
と
ん
ど
毎
回
の 

授
業
で
行
う 

 15

回
中
半
分
の 

授
業
で
行
っ
て
い
る 

 

と
き
ど
き 

授
業
の
中
で
行
う 

ま
っ
た
く 

行
っ
た
こ
と
が
な
い  

1 コメントおよび質問とそのフィードバック 4 3 2 1  

2 小テスト（採点・返却、できなかったところの見直しも含む） 4 3 2 1  

3 振り返りシート（ポートフォリオも含む） 4 3 2 1  

4 レポートライティング ・卒業論文 など 4 3 2 1  

5 授業内での動画やメディアの活用 4 3 2 1  

6 ペアワーク：隣同士などで一緒に話し合い、作業する 4 3 2 1  

7 
ディベート：テーマに対して、あえて賛成と反対の意見を用意して、両方を戦わせ、どちらの論理展

開がより優れていたかを判定する 
4 3 2 1  

8 プレゼンテーション：研究結果や実験結果などを全員の前でわかりやすく発表する 4 3 2 1  

9 
問題解決型学習・課題解決型学習（Problem-Based Learning）： 
与えられた事例について、学生が自分たちで問題を発見し、自己学習を行い、問題を解決していく 

4 3 2 1  

10 
フィールドワーク（実地調査）： 
テーマに即した場所（現地）を実際に訪れ、対象を直接観察し、関係者への聞き取り調査やアンケート

調査、現地での資料の採取を行う（自然観察や野外活動なども含む） 

4 3 2 1  

11 
実験・実習・授業内の演示実験など： 
物理実験・工学実験・生物実験・化学実験・心理実験・社会実験などを含む 

4 3 2 1  

12 
反転学習：学習内容を自宅で動画等を視聴して予習し、教室では講義は行わず、課題について他

の学生と協力しながら取り組む 
4 3 2 1  

13 
ロールプレイング：ある特定の（自分と違う）立場の人（動物やモノの場合もある）になっ

たつもりで、問題について考え、それを表現する 
4 3 2 1  

14 グループワーク：数名のグループで話し合い、作業する 4 3 2 1  

15 ピア・サポート：授業内外で理解や作業が進んでいる学生が遅れている学生の支援をする 4 3 2 1  

16 
ディスカッション：与えられたテーマに対して、クラス全体やグループなどで意見交換し、意見の集

約や気づきを導きだし、考察を深めていく 
4 3 2 1  

17 
プロジェクト学習（Project-Based Learning）：グループで、解決方法が知られていないテー

マについて、プロジェクト実行のためのフレームワークの設定、実施計画立案などを行う 
4 3 2 1  

18 
チーム・ティーチングの活用：複数の教員が1つの教室で協力して授業を行うか、または協力し

て掛け合いで連携するなど（オムニバス型授業とは異なる） 
4 3 2 1  

19 ゲストスピーカーの活用：学内外からゲストを招き、専門分野について講演してもらう 4 3 2 1  

20 課題や資料等の提供（Bb や Bb 以外のものも含む） 4 3 2 1  

21 Bb 等のディスカッションボードを用いたディスカッション 4 3 2 1  

 その他学生の能動的学修を促す工夫があれば、以下に記述し○をつけてください      

22  4 3 2 1  

23  4 3 2 1  

24  4 3 2 1  

C 
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授業を受講した学生の変化について 
ご担当の授業において、学期の始めの頃と比較すると、学生に変化が
みられたでしょうか？以下の視点について（主観的なご意見で結構で
す）あてはまるもの一つに○をつけてください。 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も 

言
え
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

こ
の
授
業
は 

該
当
し
な
い  

1 試験の点数が向上した 3 2 1 0  

2 レポートの質が向上した 3 2 1 0  

3 演習、課題・作品制作がスムーズになった 3 2 1 0  

4 質疑応答や討論が活発化した 3 2 1 0  

5 友達同士で課題について討論、相談するようになった 3 2 1 0  

6 課題プリント・レポートにおいて独自の考察を行うようになった 3 2 1 0  

7 社会の問題等が自身の環境に関係が深いと認識するようになった 3 2 1 0  

8 不明瞭な点について積極的に質問したり、意欲的に発言するようになった 3 2 1 0  

9 種々の資料を用いて問題・課題をより詳しく調べるようになった 3 2 1 0  

10 自分なりの疑問点を提示することができるようになった 3 2 1 0  

11 2 つ以上の見解を提示し、考察できるようになった 3 2 1 0  

12 
自分の主張／仮説について論点を整理した上で、具体的な根拠をあげて

比較・分析することができるようになった 
3 2 1 0  

13 
自分の主張／仮説と反するデータ／意見を理解し、取り入れて、自分の

見解を再構築することができるようになった 
3 2 1 0  

14 問題の要因を細分化し、的確に分析できるようになった 3 2 1 0  

15 問題解決のために知識、資料、データの収集と活用ができるようになった 3 2 1 0  

16 問題解決のために他者と意見交換し、協力できるようになった 3 2 1 0  

17 問題解決のために適切な手段、方法を提示できるようになった 3 2 1 0  

18 学生同士の意見交換や質疑等が増えた 3 2 1 0  

19 
相手の話に共感を示しながら聴くようになった（あいづち・アイコンタクト

等） 
3 2 1 0  

20 
話のポイントを押さえ、質問を考えながら聴くようになった（メモをとってい

る等） 
3 2 1 0  

21 相手に届く発声や姿勢を意識して表現するようになった 3 2 1 0  

22 
相手に伝わるように必要な情報を与え、わかりやすく話を構成するように

なった 
3 2 1 0  

23 授業外課題を指示したようにやってくるようになった 3 2 1 0  

24 授業外課題の内容が向上した 3 2 1 0  

25 
授業前後に課題の内容についての質問や発展的な質問をするようになっ

た 
3 2 1 0  

26 プレゼンテーションの前に練習をしてくる 3 2 1 0  

27 
授業時間外に準備や発展的な学修に取り組むようになった 

（検定試験受験準備を含む） 
3 2 1 0  

28 授業外に複数の学生で勉強するようになった 3 2 1 0  

ご協力ありがとうございました。 

D 
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第 3 回 

 
ティーチング・ポートフォリオ作成 

ワークショップ 
 
 
 
 
 
 

 

 

平成 29 年 11 月 4 日（土） 
平成 29 年 12 月 16 日（土） 

 
玉川大学 大学教育棟 2014 

 
 

【関連資料】4．ティーチング・ポートフォリオ 

① 第 3回ティーチング・ポートフォリオ作成ワークショプ 
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Ⅰ．ワークショップの運営 
 
1．ティーチング・ポートフォリオ・ネットワークが作成している「ティーチング・ポートフォリオ・ 
ワークショップ基準」に沿って、ワークショップを運営いたします。 
http://www.teaching-portfolio-net.jp/ws-standard/ 

 
2．3～4 回の個人メンタリングを通して、ポートフォリオの作成を進めます。分量の目安は UNITAMA
画面上の印刷機能を利用して、A4・5～7 ページ程度です（添付ファイルを含まない）。 

 
3．メンタリングで決定した範囲のポートフォリオを次ページの期限までに UNITAMA で作成してくだ

さい。プレゼンテーション資料は PowerPoint スライド 4 枚以内で作成してください。 
 
4．最終日のプレゼンテーション（ハイライトの発表）は発表 7 分、質疑応答 3 分の予定です。 

 
5．ポートフォリオ作成にあたって相談・確認したいことがございましたら、お気軽に担当のメンター

にご連絡ください。 
 
6．UNITAMA の操作・機能につきましては、教務課にお問い合わせください。 
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Ⅱ．スケジュール 
1．メンティー 

 
11 月 4 日（土） 11 月～12 月 12 月 16 日（土） 

9:00 

 

個人メンタリング 

TP 作成 

 

※TP 作成にあたって相談・確

認したい点がありましたら、お

気軽に担当メンターにご連絡

ください。 

 

（意見交換） 

（9:00 開始） 

個人メンタリング 

【4 階 CR（4 部屋）、3 階教育

学修支援課内（応接室、 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ）】 

TP 作成・プレゼン準備 

【793 会議室】 

10:00 

11:00 
To be a good mentor 

【793 会議室】 

12:00 

ハイライトの発表 

【793 会議室】 

修了式 

【793 会議室】 

13:00 オリエンテーション 

【793 会議室】 

片付け 

14:00 ミニワーク 

【793 会議室】 

15:00 
個人メンタリング 

【409、410、411 教室 

3 階教育学修支援課内 

（応接室、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ）】 

TP 作成 

【793 会議室】 

16:00 

17:00 
TP 作成 

【793 会議室】 

18:00 意見交換 

【提出期限】 
第一稿  11 月 4 日（土） 
第二稿  11 月 30 日（木） 
最終稿  12 月 25 日（月）17 時 
※期限までに作成した第一稿から最終稿までのポートフォリオをそれぞれ UNITAMA から Word
に出力し、お手許に保存しておいてください。 
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2．メンター・スーパーバイザー 

 
11 月 4 日（土） 11 月～12 月 12 月 16 日（土） 

9:00 

 

個人メンタリング 

 

※メンティーより相談等がご

ざいましたらご対応願います。 

 

（意見交換） 

（9:00 開始） 

個人メンタリング 

【4 階 CR（4 部屋）、3 階教育

学修支援課内（応接室、 

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ）】 

メンターミーティング 

【409 教室】 

10:00 

11:00 

メンターミーティング 

【793 会議室】 

To be a good mentor 

【793 会議室】 

12:00 

ハイライトの発表 

【793 会議室】 

昼食 

【793 会議室】 

修了式 

【793 会議室】 

13:00 オリエンテーション 

【793 会議室】 

片付け 

14:00 ミニワーク 

【793 会議室】 

15:00 
個人メンタリング 

【409、410、411 教室 

3 階教育学修支援課内 

（応接室、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ）】 

メンターミーティング 

【411 教室】 

16:00 

17:00 
メンターミーティグ 

【411 教室】 

18:00 意見交換 
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Ⅲ．修了証授与基準 
 

以下の基準に沿ってワークショップの修了証を授与いたします。 
 
1．3 回以上の個人メンタリングを通して期日までにポートフォリオを作成していること。 

 
2．UNITAMA で「9．特筆すべき教育上の取り組み」を除くすべての項目を作成していること。 

 
3．最終日にプレゼンテーションを実施していること 
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【関連資料】5．卒業生アンケート調査 

① アンケート調査用紙 
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65
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【関連資料】5．卒業生アンケート調査 

② アンケート分析結果 
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68



69



70



71



72



73



74



75



76



77
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【関連資料】6．企業アンケート調査 

① アンケート調査用紙 
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80



81
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【関連資料】8．ジェネリック・スキル測定テストの実施 

① 授業を通して修得できる力」のコモン・ルーブリック 
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【関連資料】8．ジェネリック・スキル測定テストの実施 

② シラバス作成 Web画面 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

① SUPPORT DESK NEWS LETTER（2017年度春学期号） 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

② 春学期 10分ガイダンスポスター 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

③ 春学期「学術的文章の読み方」講座ポスター 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

④ 春学期「基礎が学べるアカデミック・スキルズ」講座ポスター 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

⑤ SUPPORT DESK NEWS LETTER（2017 年度秋学期号） 
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【関連資料】9．学習支援の強化 

⑥秋学期「基礎が学べるアカデミック・スキルズ」講座ポスター 
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【関連資料】10．学修成果の確認と指導 

① UNITAMA面談記録入力率 
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